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私
の
通
信
記
者
と
し
て
の
第
一
歩

は
、
当
時
（
昭
和
二
十
年
）
の
逓
信
院

と
放
送
局（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）通
い
か
ら
始
ま
っ

た
が
、ま
っ
た
く
の
素
人
（
し
ろ
う
と
）

と
し
て
役
人
に
接
す
る
こ
と
に
は
抵
抗

す
る
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
ま
ず
Ｎ
Ｈ
Ｋ

通
い
を
す
る
こ
と
に
決
め
た
。　

　

ま
だ
そ
の
時
は
「
通
信
文
化
新
報
」

の
発
行
ま
で
ニ
カ
月
以
上
の
時
間
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
ま

ず
こ
の
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
専

念
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
い
わ
い
当
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
達

は
初
対
面
の
私
を
快
く
迎
え
て
く
れ
、

ま
っ
た
く
の
初
歩
か
ら
何
く
れ
と
な
く

厚
遇
し
て
下
さ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
私
を
し
て
電
波
界
を
安

住
の
地
と
し
、
ま
た
生
涯
を
こ
の
世
界

の
た
め
に
没
頭
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
の
毎
日
は
、
午
前
中
は
狸

穴
（
ま
み
あ
な
）
に
、
午
後
は
内
幸
町

の
放
送
会
館
通
い
と
い
う
生
活
が
二
十

年
以
上
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
終
戦
直
後
の

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
会
館
の
大
半
を
占

領
国
軍
に
接
収
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も

あ
っ
て
混
乱
を
極
め
て
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
ま
だ
大
橋

八
郎
氏
を
会
長
に
、
常
務
理
事
に
は
矢

「通信記者の第一歩をＮＨＫから」

部
謙
次
郎
、
荒
川
大
太
郎
ら
首
脳
陣
が

執
務
し
て
い
た
が
、
は
や
く
も
協
会
民

主
化
の
嵐
の
中
に
立
た
さ
れ
「
部
課
長

会
」
や
職
員
組
合
か
ら
板
挟
み
に
な
り

苦
悩
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

　

部
課
長
会
や
職
員
組
合
の
要
求
は

「
民
主
化
」
の
名
の
も
と
に
、
ま
ず
逓

信
族
の
追
放
、
つ
ま
り
天
下
り
人
事
と

い
わ
れ
た
逓
信
省
か
ら
横
す
べ
り
し
た

理
事
監
事
等
の
総
退
陣
を
求
め
る
決
議

で
あ
っ
た
。
十
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ

る
。

　

や
が
て
十
月
二
十
一
日
に
い
た
り
、

一
部
の
部
課
長
は
一
般
職
員
と
合
体
し

た
「
日
本
放
送
協
会
職
員
組
合
」
が
結

成
さ
れ
る
な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
は
大
揺

れ
に
ゆ
れ
、
ま
と
も
な
仕
事
は
手
に
つ

か
ぬ
有
様
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
矢
部
常
務
理
事
か

ら
、
池
田
幸
雄
秘
書
課
長
を
紹
介
さ
れ

た
。

　

和
歌
山
弁
丸
出
し
の
池
田
さ
ん
は
、

多
忙
な
中
を
、
何
く
れ
と
な
く
世
話

を
焼
い
て
く
れ
、「
座
る
と
こ
ろ
が
な

い
と
困
る
か
ら
」
と
、
秘
書
課
の
一
隅

に
机
や
椅
子
ま
で
用
意
し
て
く
れ
た
う

え
、「
こ
れ
か
ら
は
、
あ
な
た
の
案
内

役
と
し
て
木
村
正
勝
君
を
付
け
て
あ
げ

る
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
正
し
く
紹
介（
報
道
）

し
て
下
さ
い
ネ
」
と
い
わ
れ
た
。
こ
う

し
て
堀
国
雄
、
栗
原
繁
造
氏
ら
の
隣
席

に
座
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

池
田
さ
ん
と
い
う
人
は
、
稀
に
見
る

人
物
で
あ
り
、
実
に
先
見
の
明
の
あ
る

人
で
、
こ
の
人
と
の
お
付
き
合
は
四
十

年
以
上
、
氏
の
逝
去
ま
で
続
く
こ
と
に

な
る
。　
　
　
　
　
（
第
２
回
に
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　

◇

　
（
編
者
注
・
こ
の
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、

放
送
法
に
基
づ
く
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身

の
「
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
」
の
こ

と
）

第
１
部
　
放
送
民
主
化
の

夜
明
け
（
昭
和
20
年
）

　

富
士
フ
イ
ル
ム
、
Ｄ
ｕ
ｖ
ｏ
初
の
広
角
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

　
　
　
　

「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｎ 

Ｈ
Ｚ
Ｋ
14
―
１
０
０
㎜
」

「FUJINON HZK14―100mm」

 

富
士
フ
イ
ル
ム
（
東
京
都

港
区
、
後
藤
禎
一
社
長
・

C
E
O
）
は
、
シ
ネ
マ
ラ
イ

ク
な
映
像
表
現
と
放
送
用
レ

ン
ズ
の
操
作
性
を
両
立
し

た
放
送
用
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

「
D
u
v
o
シ
リ
ー
ズ
」
か

ら
、
同
シ
リ
ー
ズ
3
本
目
で
初

の
広
角
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
と
な

る
「
F
U
J
I
N
O
N 

H
Z 

K
14
―
1
0
0
m
m
」（
愛
称

「
D
u
v
o 

P
o
r
t
a
b

l
e
」）を
9
月
下
旬
よ
り
発
売

す
る
と
発
表
し
た
。
価
格
は

オ
ー
プ
ン
。

　

現
在
、
放
送
業
界
で
は
、
ボ

ケ
味
や
ハ
イ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ

ン
ジ
を
生
か
し
た
没
入
感
の
あ

る
映
像
を
表
現
す
る
た
め
に
、

シ
ネ
マ
業
界
で
採
用
さ
れ
て
い

る
大
型
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
が
増
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
撮
影
に
使
用

さ
れ
る
レ
ン
ズ
は
、
大
型
セ
ン

サ
ー
対
応
の
シ
ネ
マ
カ
メ
ラ
用

レ
ン
ズ
が
主
流
だ
が
、
映
画
や

C
M
な
ど
の
撮
影
用
途
に
最

適
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
放
送

用
レ
ン
ズ
と
比
べ
て
ズ
ー
ム
倍

率
が
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ォ
ー
カ
ス
操
作
専
門
の
人
員

も
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
放

送
業
界
で
の
撮
影
と
異
な
る
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
2
つ
の
大

型
セ
ン
サ
ー
に
対
応
す
る
デ
ュ

ア
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
方
式
を
採

用
し
、
シ
ネ
マ
ラ
イ
ク
な
映

像
表
現
と
放
送
用
レ
ン
ズ
の

操
作
性
を
両
立
し
た
放
送
用

ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
「
D
u
v
o

シ
リ
ー
ズ
」
を
展
開
。
昨
年

3
月
に
箱
型
タ
イ
プ
の
「
F
U

J
I
N
O
N 

H
Z
K

25
―

1
0
0
0
m
m
」、
今
年
3

月
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
の

標
準
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
「
F
U

J
I
N
O
N 

H
Z
K

24
―
3　

0
0
m
m
」
を
発
売
し
た
。
新

た
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
の

広
角
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
「
F
U

J
I
N
O
N 

H
Z
K

14
―
1　

0
0
m
m
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
加
え
る
こ
と
で
、
広
角
側
の

焦
点
距
離
を
カ
バ
ー
す
る
と
と

も
に
、
同
シ
リ
ー
ズ
で
利
用
で

き
る
焦
点
距
離
の
範
囲
を
広
角

14
㍉
か
ら
望
遠
1
0
0
0
㍉

に
拡
大
す
る
。

　

広
角
14
㍉
か
ら
中
望
遠

1
0
0
㍉
ま
で
を
1
本
で
カ

バ
ー
す
る
7
・
1
倍
ズ
ー
ム
と
、

全
長
2
6
6
・
9
㍉
・
2
・

54
k
g
の
小
型
・
軽
量
を
両

立
し
、
高
い
機
動
性
を
発
揮
す

る
。
レ
ン
ズ
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
エ
ク
ス
パ
ン
ダ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
焦
点
距
離
を
望
遠

側
に
1
・
5
倍
伸
ば
し
た
21
㍉

～
1
5
0
㍉
に
シ
フ
ト
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
。
遠
く
離
れ
た

場
所
か
ら
で
も
被
写
体
を
意
図

ど
お
り
の
大
き
さ
で
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
最
至
近
撮
影

距
離
0
・
6
㍍
（
レ
ン
ズ
前
玉

か
ら
0
・
28
㍍
）
を
実
現
し
、

印
象
的
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
撮

影
が
可
能
。

　

通
常
は
ス
ー
パ
ー
35
㍉
セ
ン

サ
ー
に
対
応
。
内
蔵
の
エ
ク
ス

パ
ン
ダ
ー
を
使
用
す
る
と
、
イ

メ
ー
ジ
サ
ー
ク
ル
の
大
き
さ
を

1
・
5
倍
拡
大
で
き
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
35
㍉
セ
ン
サ
ー
よ
り

も
さ
ら
に
大
き
い
35
㍉
フ
ル
サ

イ
ズ
相
当
の
セ
ン
サ
ー
を
搭
載

し
た
カ
メ
ラ
に
も
使
用
可
能
。

35
㍉
フ
ル
サ
イ
ズ
相
当
の
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
と
の

組
み
合
わ
せ
で
は
、
優
れ
た
光

学
性
能
を
最
大
限
引
き
出
し
な

が
ら
、
ス
ー
パ
ー
35
㍉
セ
ン

サ
ー
と
同
等
の
画
角
で
の
撮
影

を
可
能
と
す
る
。

　

高
精
度
に
研
磨
さ
れ
た
大

口
径
非
球
面
レ
ン
ズ
・
ス
ー

パ
ー
E
D
レ
ン
ズ
の
採
用
に

よ
り
、
各
種
収
差
を
徹
底
的
に

抑
制
。
8
K
相
当
の
光
学
性

能
を
発
揮
す
る
。さ
ら
に
、ゴ
ー

ス
ト
や
フ
レ
ア
、
色
に
じ
み
を

抑
え
る
こ
と
で
、
高
精
細
か
つ

自
然
な
描
写
を
実
現
す
る
。
大

型
セ
ン
サ
ー
に
対
応
す
る
高
倍

率
レ
ン
ズ
な
が
ら
、
広
角
端
14

㍉
か
ら
75
㍉
ま
で
T
2
・
9

の
明
る
さ
を
実
現
。
屋
内
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
低
照
度
環
境
下
で

の
撮
影
で
も
設
定
に
自
由
度
を

持
た
せ
る
こ
と
が
可
能
。
ア
ウ

ト
フ
ォ
ー
カ
ス
部
を
い
く
つ
か

の
レ
イ
ヤ
ー
に
分
け
て
ボ
ケ
の

質
感
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
ピ

ン
ト
面
か
ら
背
景
に
か
け
て
自

然
に
溶
け
て
い
く
ボ
ケ
味
を
実

現
。
被
写
体
を
際
立
た
せ
た
シ

ネ
マ
ラ
イ
ク
な
映
像
表
現
も
可

能
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
放
送

用
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
と
同
じ
ド
ラ

イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載
。
ズ
ー

ム
デ
マ
ン
ド
や
フ
ォ
ー
カ
ス
デ

マ
ン
ド
を
用
い
た
、
放
送
用
レ

ン
ズ
と
同
じ
撮
影
ス
タ
イ
ル
で

操
作
が
で
き
る
。
複
数
台
の
カ

メ
ラ
で
同
時
に
撮
影
を
行
う
マ

ル
チ
カ
メ
ラ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
も
対
応
。
効
率
的
な
映
像
制

作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
映
画
・

C
M
な
ど
の
制
作
現
場
で
使

用
さ
れ
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
レ
ン
ズ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
接
続
す
る

こ
と
で
、
フ
ォ
ー
カ
ス
／
ア
イ

リ
ス
／
ズ
ー
ム
の
遠
隔
操
作
が

可
能
。

　

シ
ネ
マ
業
界
で
主
流
の
撮
影

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
、
フ
ォ
ー

カ
ス
操
作
専
任
者
に
よ
る
ピ

ン
ト
合
わ
せ
に
も
対
応
す
る
。

フ
ォ
ー
カ
ス
リ
ン
グ
の
ギ
ア

ピ
ッ
チ
は
0
・
8
M（
モ
ジ
ュ
ー

ル
）を
採
用
。フ
ォ
ロ
ー
フ
ォ
ー

カ
ス
や
外
付
け
モ
ー
タ
ー
な

ど
、
映
像
制
作
に
お
け
る
標

準
的
な
周
辺
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
使
用
が
可
能
。
前
枠
径
が

1
1
4
㍉
で
あ
る
た
め
、
同
梱

し
て
い
る
レ
ン
ズ
フ
ー
ド
に
加

え
、
映
画
・
C
M
撮
影
で
多

く
使
わ
れ
て
い
る
マ
ッ
ト
ボ
ッ

ク
ス
も
使
用
で
き
る
。

　

フ
ォ
ー
カ
ス
時
に
生
じ
る
ブ

リ
ー
ジ
ン
グ
（
画
角
変
動
）
を

自
動
的
に
補
正
す
る
「
B
r
e

a
t
h
i
n
g 

C
o
m
p
e

n
s
a
t
i
o
n 

T
e
c
h

n
o
l
o
g
y
」
を
搭
載
。
撮

影
中
の
被
写
体
サ
イ
ズ
が
変
わ

ら
な
い
た
め
、
自
然
な
映
像
を

実
現
す
る
。
カ
メ
ラ
や
ロ
ボ

テ
ィ
ッ
ク
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ

ネ
ル
を
通
じ
て
リ
モ
ー
ト
で
フ

ラ
ン
ジ
バ
ッ
ク
を
調
整
す
る

「
R
e
m
o
t
e 

B
a
c
k 

F
o
c
u
s
（
R
B
F
）」
を

搭
載
。
ス
タ
ジ
オ
や
中
継
車
な

ど
の
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
を
見

な
が
ら
精
度
の
高
い
バ
ッ
ク

フ
ォ
ー
カ
ス
調
整
を
実
現
す

る
。

　

カ
ー
ル
ツ
ァ
イ
ス
社
が
／

i 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

に
準
拠
し
て
開
発
し
た
「
Z
E

I
S
S 

e
X
t
e
n
d
e
d 

D
a
t
a
（
ツ
ァ
イ
ス
・
エ
ク

ス
テ
ン
デ
ッ
ド
・
デ
ー
タ
）」

に
対
応
。
撮
影
時
の
レ
ン
ズ
メ

タ
デ
ー
タ
を
外
部
出
力
で
き
る

た
め
、
撮
影
後
の
編
集
作
業
を

効
率
化
す
る
。

　

広
角
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
は
ス
テ

デ
ィ
カ
ム
や
ク
レ
ー
ン
と
組
み

合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
音
楽
ラ
イ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ

全
体
を
俯
瞰
し
た
撮
影
や
、
ス

ポ
ー
ツ
会
場
で
ア
ス
リ
ー
ト
に

近
づ
い
た
臨
場
感
あ
る
撮
影
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、

浅
い
被
写
界
深
度
に
よ
る
ボ
ケ

味
を
生
か
し
た
シ
ネ
マ
ラ
イ
ク

な
映
像
表
現
を
実
現
す
る
。

ＷＯＷＯＷ＆ＴＢＳ、ＬＭＳが受賞
第１回テクニカルディレクションアワード銀賞

　

W
O
W
O
W（
東
京
都
港
区
、

山
本
均
社
長
）
と
、
T
B
S

テ
レ
ビ
（
東
京
都
港
区
、
龍
宝

正
峰
社
長
）
は
、
2
0
2
4

年
3
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

開
始
し
た
、
独
自
プ
ロ
ト
コ
ル

に
よ
る
映
像
伝
送
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
L
i
v
e 

M
u
l
t
i 

S
t
u
d
i
o
」（
L
M
S
）が
、

第
1
回
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
銀
賞

（
S
I
L
V
E
R
）
を
受
賞
し

た
と
発
表
し
た
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
ア
ワ
ー
ド
（
T
E
C
H 

D
I
R
E
C
T
I
O
N 

A
W

A
R
D
S
）
は
、
ア
イ
デ
ア
や

表
現
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ

カ
ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
優

れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

表
彰
し
、
普
段
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
当
た
り
づ
ら
い
〝
テ

ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

重
要
性
〟
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
2
0
2
3
年

に
T
e
c
h 

D
i
r
e
c
t

o
r
，s 

A
s
s
o
c
i
a
t

i
o
n
に
よ
っ
て
発
足
さ
れ

た
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
し

た
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
広
く
提

供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
中

で
優
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
表
彰
す
る
も
の
。

　

L
M
S
は
現
在
、
m
a
c　

O
S
ア
プ
リ
、
i
O
S
ア
プ

リ
、
お
よ
び
D
e
r
i
v
a

t
i
v
e
社
が
提
供
す
る
ビ

ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

環

境
「
T
o
u
c
h
D
e
s

i
g
n
e
r
」
の
プ
ラ
グ
イ

ン
と
し
て
配
布
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
超
低
遅
延
、
特

許
技
術
〝
M
u
l
t
i 

L　

a
t
e
n
c
y
〟（
T
B
S

が
特
許
を
取
得
。
特
許
第

7
4
3
1
2
0
7
号
）
等
の

独
自
機
能
で
、
映
像
制
作
分
野

以
外
で
も
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
、
機
器
遠
隔
制
御
等

多
く
の
分
野
に
お
け
る
作
業
の

リ
モ
ー
ト
化
を
可
能
と
す
る
。

リ
リ
ー
ス
以
降
、
幅
広
い
業
界

か
ら
反
響
を
得
て
お
り
、
V
t

u
b
e
r
ラ
イ
ブ
で
の
利
用

等
、
実
用
シ
ー
ン
は
さ
ら
に
増

え
て
き
て
い
る
。

　

パ
ケ
ッ
ト
ロ
ス
再
送
、
低
遅

延
、
セ
キ
ュ
ア
な
伝
送
と
い
っ

た
必
須
要
件
を
カ
バ
ー
し
つ

つ
、
複
数
台
接
続
や
ポ
ー
ト
開

放
不
要
な
ど
、
配
信
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
設
計
を
織
り

込
み
、
レ
ベ
ル
の
高
い
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
っ
た
と
い
う
。

　

L
M
S
は
、
T
B
S
と
W　

O
W
O
W
が
共
同
で
開
発
し

た
独
自
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
る
映

像
伝
送
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
放
送

現
場
の
要
求
水
準
を
満
た
す
品

質
の
高
さ
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
映
像
制
作
分
野
で
多
く
の

利
用
実
績
を
重
ね
て
い
る
と
い

う
。
主
な
特
徴
は
、
①
公
衆
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
で
、
ポ
ー
ト

の
開
放
等
を
意
識
せ
ず
、
簡
単

に
接
続
、
②
遠
隔
か
ら
で
も
違

和
感
な
く
、
機
器
操
作
が
行
な

え
る
低
遅
延
環
境
を
提
供
、
③

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
乱
れ
に
よ
る

映
像
信
号
の
欠
落
や
揺
ら
ぎ
を

修
復
、
④
映
像
や
音
声
以
外
に

も
、
制
御
信
号
を
送
受
信
す
る

こ
と
が
可
能
等
が
あ
る
。
現
行

プ
ロ
ト
コ
ル
で
は
実
現
が
難
し

か
っ
た
機
能
を
、
す
べ
て
提
供

で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
な

る
。

　

今
後
も
、
様
々
な
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
と
い

う
。

「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
」（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）

　

◆
ア
ス
ト
ロ
デ
ザ
イ
ン
、

J
A
S
I
S 
2
0
2
4
に
出

展
―
2
0
2
4
年
9
月
4
日

（
水
）
～
6
日
（
金
）
の
3
日

間
に
わ
た
り
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
催
さ
れ
る
「
J
A
S
I
S 

2
0
2
4
」（
ジ
ャ
シ
ス
＝

J
a
p
a
n 

A
n
a
l
y
t

i
c
a
l 

& 

S
c
i
e
n
t

i
f
i
c 

I
n
s
t
r
u
m

e
n
t
s 

S
h
o
w
）
に
出

展
す
る
。
主
な
出
展
製
品
（
参

考
出
品
）
は
、「
ハ
イ
フ
レ
ー

ム
レ
ー
ト
対
応
・
広
波
長
帯
域

カ
メ
ラ
」「
高
速
U
V
ハ
イ

パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
」「
高

速
マ
ル
チ
ポ
イ
ン
ト
U
V
分

光
器
」。
広
波
長
域
（
2
0
0

か
ら
1
1
0
0
n
m
）、
高
速

（
最
大
1
0
0
0
f
p
s
）、

高
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ

（
1
2
0
d
B
）、
高
S
N
R

（
最
大
70
d
B
）
の
特
徴
を
持

つ
ハ
イ
フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト
対

応
・
広
波
長
帯
域
カ
メ
ラ
と
、

そ
の
応
用
製
品
で
あ
る
高
速

U
V
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル

カ
メ
ラ
お
よ
び
高
速
マ
ル
チ
ポ

イ
ン
ト
U
V
分
光
器
を
参
考

出
展
す
る
。
プ
ラ
ズ
マ
応
用
装

置
、
燃
焼
装
置
、
半
導
体
装
置
、

高
電
圧
機
器
装
置
、
食
品
・
薬

品
機
器
装
置
等
の
解
析
や
検
出

な
ど
の
用
途
を
想
定
し
て
い
る

と
い
う
。


